
で
あ
る
が
、
妻
飾
に
就
て
は
他
日
改
め
て
輪
　
べ
る
事
に
す

る
O
（
大
正
十
二
年
七
月
七
日
稿
了
）

紹

介

　
　
　
　
訂
　
　
　
正

　
第
六
巻
第
三
號
第
蝋
四
穴
頁
上
段
第
五
行
、
支
輪
の
腰
明
の
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ち
、
「
美
く
て
眞
直
」
を
「
方
形
で
眞
直
」
．
こ
し
、
其
次
の
一
句
「
だ
か

ら
ま
る
で
…
…
並
べ
た
様
で
あ
る
」
、
の
二
十
二
字
を
割
る
。

　
理
由
。
私
の
記
憶
蓬
ひ
で
、
法
隆
寺
金
堂
天
蓋
。
橘
夫
人
厨
子

天
蓋
・
海
龍
王
寺
五
重
小
里
初
重
内
部
の
、
様
に
四
角
な
棒
で
あ

っ
た
か
ら
で
あ
る
。
濁
度
不
注
意
に
原
因
す
る
誤
り
が
多
く
て
申

課
の
な
、
い
事
で
あ
る
・

五　五四’　四頁
五　 一七　 六

　　　　　　　盤上上上上下上段

七六四〇一・七行
　　　　　　　誤

　
　
誤
　
　
　
　
　
正

　
　
　
　
　
ゆ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

天
蓋
の
ε
は
　
　
天
蓋
の
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

分
つ
大
難
　
　
　
　
先
づ
大
艦

　
　
　
　
　
お
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

肘
…
太
尾
か
・
ら
肘
・
本
へ
　
肘
大
㎝
か
ら
肘
木
へ

　
コ
ヒ
　
　

方
が
観
し
　
　
　
「
注
し
」
の
二
字
削
除

ソ
ム
カ
ド
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ソ
ト
カ
ド

外
角
　
　
　
　
　
外
角

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（狭

j
）
　
　
　
（
縢
）

第
入
呼
倦
　
紹
　
介

　
　
　
⑱
歴
史
學
概
論
　
　
　
　
　
　
　
丹
羽
正
義
著

　
近
時
吾
國
に
於
て
は
バ
ー
ゲ
ン
乙
甲
の
歴
史
哲
墨
の
影
響
を
う

け
て
史
學
理
論
の
領
域
が
大
い
に
開
拓
さ
れ
、
歴
史
の
本
質
を
閲

明
せ
う
ミ
の
努
力
が
試
み
ら
れ
た
Q
本
書
も
か
・
る
試
み
の
マ
こ

し
て
現
は
れ
た
る
眞
蟄
の
勢
作
で
あ
る
。
史
墨
以
た
る
著
者
は
哲

學
に
ょ
っ
r
科
學
ご
し
て
の
歴
史
の
概
念
を
確
立
し
、
こ
れ
に
批

判
的
考
察
を
加
へ
、
以
て
歴
史
墨
ミ
い
ふ
猫
立
科
學
を
確
立
せ
う

ミ
試
み
た
。
先
づ
緒
論
に
於
い
近
世
科
學
の
批
判
的
考
察
の
意
義

を
明
ら
か
に
し
、
次
に
第
一
部
歴
史
學
の
批
判
的
確
立
に
於
て
科

學
ε
し
て
の
歴
史
に
嚴
密
な
る
論
理
的
批
制
を
加
へ
て
る
る
。
そ

の
う
ち
の
第
岨
章
歴
史
の
概
念
、
第
二
章
知
識
の
問
題
、
第
三
章

経
験
的
運
気
、
第
四
章
経
験
科
墨
に
於
て
一
般
科
學
の
批
鋼
的
考

察
に
よ
つ
て
歴
史
の
根
本
た
る
経
理
二
丈
在
の
意
義
、
歴
史
の
認

識
の
根
語
を
明
ら
か
に
し
、
第
五
章
歴
史
學
に
於
て
、
歴
史
は
藝

衛
的
直
観
の
作
物
で
あ
る
、
歴
史
に
於
て
意
義
あ
る
も
の
は
想
像

に
満
ち
た
形
式
の
所
産
で
あ
る
ミ
す
る
見
解
は
承
認
さ
れ
得
な
い

麓曜

ﾂ
…
概
　
　
　
一
’
翫
ヒ
一
　
（
六
七
五
）



第
八
巷
　
　
紹
　
　
介

ε
所
謂
歴
史
藝
衛
論
を
否
定
し
、
歴
史
は
叫
鰯
の
丈
化
科
塗
で
あ

る
、
文
化
彊
値
一
般
を
墨
的
ア
プ
リ
オ
リ
ε
し
て
経
験
の
単
性
文

化
的
認
識
を
求
む
る
科
墨
で
あ
る
ミ
結
論
し
て
み
る
。
以
上
第
一

部
に
於
て
猫
立
の
科
瞬
ぐ
」
し
て
の
歴
史
學
を
確
立
し
た
る
後
、
第

二
部
．
魔
羅
學
の
研
究
方
法
に
偉
き
進
み
、
第
二
章
縄
験
粉
鉱
在
の

確
立
、
第
三
章
解
毒
に
於
て
、
歴
史
事
實
の
確
定
方
法
、
史
料
の

種
類
、
．
史
料
羅
刹
、
歴
史
の
補
助
科
學
に
つ
い
て
叙
し
、
史
費
ミ

し
て
確
立
さ
れ
た
縄
験
的
實
在
を
丈
化
償
値
一
般
に
係
ら
し
め
て

認
識
し
て
始
め
て
奥
實
の
正
だ
し
き
解
羅
が
な
し
得
ら
れ
る
ミ
論

じ
た
。
第
四
章
把
捉
に
於
て
、
解
灘
に
よ
り
構
成
さ
れ
た
個
々
の

臣
歴
史
概
念
は
丈
化
彊
値
羽
虫
に
係
ら
し
め
て
ま
ミ
ま
っ
た
全
離
に

把
拠
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
、
か
く
し
て
眞
の
↓
般
史
が
訊
回
る
。
一

般
史
は
便
宜
上
量
的
、
質
的
に
間
分
さ
れ
る
が
、
か
く
し
て
生
す

る
特
殊
文
化
史
は
そ
れ
自
身
で
は
歴
史
學
上
無
意
味
で
あ
る
、
こ

れ
ら
の
特
殊
文
化
愛
は
丈
化
償
値
｝
般
に
係
ら
し
め
嚇
般
史
の
部

分
－
こ
し
て
見
て
始
め
て
歴
史
素
的
に
有
意
義
で
あ
る
・
こ
叙
べ
て
る

・
る
。
か
く
て
著
者
は
こ
の
見
解
を
支
那
史
の
隣
代
匠
劃
に
適
用
し

で
る
る
、
還
郷
褒
を
量
貯
に
考
察
す
れ
ぜ
股
ま
で
は
郡
聞
耳
待
代

就剛

l
號
　
　
　
一
五
載
　
　
（
山
ハ
七
山
ハ
）

で
、
こ
れ
は
自
然
の
時
代
に
し
て
歴
史
的
時
代
で
な
い
、
澗
以
後

東
漢
末
ま
で
を
三
家
的
時
代
、
そ
れ
琢
後
戸
宋
ま
で
を
過
渡
時
代

ミ
し
、
そ
の
後
現
代
ま
で
を
普
蓬
的
文
化
軽
羅
ミ
す
る
。
支
郷
吏

を
質
的
に
見
れ
ば
、
般
ま
で
が
祭
卜
時
代
で
こ
れ
は
歴
史
時
代
で

な
い
。
周
か
ら
悪
漢
末
ま
で
は
攻
治
時
代
、
以
後
麿
末
ま
で
か
過

渡
時
代
、
そ
れ
以
後
は
普
蓬
文
化
時
代
で
あ
る
ミ
論
じ
て
み
る
、

こ
の
時
代
廣
刻
に
つ
い
て
は
眼
界
に
於
て
議
論
の
多
い
こ
ミ
で
あ

ら
う
。
爾
著
者
は
巻
末
の
附
録
『
支
那
ε
國
家
』
に
於
て
こ
の
考
へ

方
を
敷
賢
し
て
る
る
。
最
後
に
第
五
章
段
蓮
に
於
て
歴
史
叙
蓮
が

現
實
の
再
現
に
忠
臣
な
る
鮎
に
於
て
特
配
で
あ
り
、
同
峙
に
糎
刷

性
を
叙
述
す
る
鮎
に
於
て
藝
術
的
想
像
を
必
要
－
こ
す
る
こ
ご
を
承
．

認
し
て
み
る
。
（
京
都
，
中
外
出
版
糞
行
、
定
言
金
武
園
）
〔
安
藤
）

　
　
　
鯵
京
都
府
史
蹟
勝
地
調
査
會
報
告
（
第
四
嚴
）

　
蓮
華
刊
行
の
同
會
報
告
書
の
第
四
僻
で
、
大
正
十
一
年
度
に
於

け
る
調
査
を
．
集
め
た
も
の
で
あ
る
。
本
文
百
四
十
二
頁
、
團
版
四

十
五
枚
、
妙
趣
す
べ
て
二
世
に
異
な
る
所
な
く
、
魚
心
、
梅
原
爾

委
員
の
一
歩
＋
三
郡
に
亙
る
三
＋
籐
の
各
種
の
史
蹟
の
報
告
が
載

せ
ら
れ
て
あ
る
が
、
今
生
な
印
行
の
期
に
際
し
魚
調
髪
士
重
患


